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コラーゲン線維形成を最も促進するコラーゲン受容体「ＤＤＲ2」を発見 
 

株式会社ファンケルは、シワやたるみのメカニズム解明の一つとして、加齢で真皮のコラーゲンの量が減少する

だけでなく、コラーゲンの質も変化することに着目して研究を進めてきました。 

その中で、細胞とコラーゲンを接着させるコラーゲン受容体（1）タンパク質「ＤＤＲ2」(2)に注目し、その機能性の

解明を進めてきました。その結果「ＤＤＲ2」が、種々存在するコラーゲン受容体の中で、コラーゲン線維の形成を

最も促進させることを発見しましたのでお知らせします。この発見はシワやたるみのメカニズムの一因を示すもので、

今後のエイジングケアに役立てていくことができる研究結果です。 

本研究結果は、8月 25、26日に開催された第 14回加齢皮膚医学研究会（於：青森県弘前市）にて口頭発表し

ました。 

 

＜研究結果＞  
【コラーゲンの線維形成に最も影響があるコラーゲン受容体は「ＤＤＲ2」】 
皮膚の線維芽細胞(3)には、「ＤＤＲ2」のほか、インテグリンβ1、Ｅｎｄｏ180 という 3 種類のコラーゲン受容体が

存在しています。これらのコラーゲン受容体は、紫外線などでダメージを受けたコラーゲンを認識し、ダメージを

受けたコラーゲンを排出する代謝に関係していることは分かっていました。しかし、コラーゲン線維の形成に対す

る関連性は分かっていませんでした。そこで、この 3 種のコラーゲン受容体の発現量をそれぞれ少なくした線維

芽細胞を作成し、コラーゲンの線維形成との関連性について検証しました。 

その結果、いずれの受容体も発現量を減少させていないコントロール細胞と比較すると、「ＤＤＲ2」を減少させ

た細胞では約 50％、インテグリンβ1 を減少させた細胞では約 24％のコラーゲン線維形成が抑制されていました

（図 1、2）。一方、Ｅｎｄｏ180 を減少させた細胞では、約 17％増加していました（図 1）。以上のことから、3 種のコラ

ーゲン受容体で「ＤＤＲ2」がコラーゲンの線維形成に最も影響することが分かりました。 

また、「ＤＤＲ2」が減少するとコラーゲン線維も減少することから、真皮のハリ低下の一因になる可能性も考えら

れました(図 2)。 
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図 2 「ＤＤＲ2」を減少させた線維芽細胞のコラーゲン線維 
「ＤＤＲ2」減少細胞には、 

白いコラーゲン線維の減少が見られる。 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社ファンケル 社長室 広報グループ  

045-226-1230 

図 1 コラーゲン受容体を減少させた線維芽細胞の 

コラーゲン線維の形成率 
（※コントロール細胞のコラーゲン量を 1 とした場合の比率） 
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【「ＤＤＲ2」を増やすことで効果的にコラーゲン線維形成が促進されることを発見】 
「ＤＤＲ2」の量が減少すると、コラーゲン線維が減少し、真皮のハ

リと弾力の低下につながる可能性が分かりました。そこで、「ＤＤＲ2」

の発現量を人工的に増加させた細胞を作成し、コラーゲン線維の形

成について調べました。「ＤＤＲ2」の発現量を操作していないコントロ

ール細胞と比較し、「ＤＤＲ2」を過剰に発現させた細胞は、コラーゲ

ン線維の形成が促進され、コラーゲン線維量が約 12倍にも増加しま

した（図 3）。このことから、コラーゲン産生力が低下した細胞の再生

には、「ＤＤＲ2」の産生量を増やすことが効果的であると付論づけま

した。 

 

 

 

＜研究背景＞ 
肌の真皮中に存在する線維芽細胞は、シワやたるみに関わるコラーゲンやエラスチン(4)を作り出す重要な細

胞です。しかし、老化によって細胞の機能が低下すると、コラーゲンやエラスチンを生み出せなくなり、肌はハリ

や弾力を失い、シワやたるみが発生します。そこで本研究では、コラーゲンの再生と分解を制御するコラーゲン

受容体に着目しました。これまでに当社は、「ＤＤＲ2」がコラーゲンやエラスチンの線維形成に関わっていることを

発見しました。本研究は、さらに研究内容を掘り下げて根本的なエイジングケアができるように、最もコラーゲン線

維形成に影響があるコラーゲン受容体の研究を行いました。 

 

 

 

＜本研究結果の展開＞ 
当社ではさらに「ＤＤＲ2」の研究を行い、月見草（植物名：メマ

ツヨイグサ）のエキスに「ＤＤＲ2」の発現量を増加し、コラーゲン

の線維形成量も増加することも発見しました。（図 4）。 

これらの結果は、コラーゲンの質にまでこだわりながら、再生

を促すことが期待できるスキンケア製品の開発に応用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語解説】 
(1) 受容体：特定の刺激物質を受け取り、情報を伝達する物質 

(2) 「ＤＤＲ2」（Ｄｉｓｏｃｏｉｄｉｎ Ｄｏｍａｉｎ Ｒｅｃｅｐｔｏｒ 2）：線維芽細胞に存在し、損傷したコラーゲンを認識してコラーゲン

の再構築に関連するタンパク質 

(3) 線維芽細胞：真皮に存在する細胞で、コラーゲンやエラスチンなどを産生する細胞 

(4) エラスチン線維：弾力線維とも呼ばれ、コラーゲン線維を支える役割がある 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 「ＤＤＲ2」を増加させた線維芽細胞の 

コラーゲン線維量の形成率 
（※コントロール細胞のコラーゲン量を 1 とした場合の比率） 

図 4 コラーゲン線維形成に及ぼす月見草エキスの影響 
線維芽細胞に同じ時間だけコラーゲン線維を作らせると、コン

トロールの細胞では、ほとんどコラーゲンの細く白い線維束は

見えないが、月見草エキスで処理した細胞では白いコラーゲン

線維束が見られた。 
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